2018年度新世紀新人賞を拝受して
日本原子力研究開発機構 先端基礎研究センター　岡村 浩之
	　このたびは，日本分析化学会関東支部新世紀新人賞という大変名誉ある賞を賜り，誠に光栄に存じます。このような栄誉ある賞をいただけましたのも，ご推薦いただきました量子科学技術研究開発機構の山本博之先生をはじめ，本研究のご指導をいただいた金沢大学の井村久則先生，平山直紀先生，共同研究者の先生など，多くの方々からのご指導・ご支援の賜物と，この場を借りて深く御礼申し上げます。
　私はもともと，中部支部に属する金沢大学に在籍しておりましたが，博士前期課程1年の9月から日本原子力研究開発機構で特別研究生として研究を始め，関東支部のさまざまな学会等にも参加するようになりました。関東支部は活動が非常に活発であり，参加するたびに大いに刺激を受けます。
　受賞対象となった研究業績の題目は，「優れた抽出特性の構築を目指したイオン液体による抽出分離分析に関する研究」で，従来の液体とは大きく異なる溶媒特性を持つイオン液体を抽出媒体として利用した金属イオンの抽出分離分析法の開発に関する研究です。イオン液体抽出は近年活発に研究されている分野ですが，イオン液体による抽出能・分離能向上やイオン液体中における特殊な錯体形成などの現象に関する知見とその根本となる原因が未解明であるといった課題があります。これらの本質的な課題を解決するために，分光学的手法が有効であると考え，時間分解レーザー励起蛍光分光法による蛍光寿命測定から金属錯体の水和状態に着目した構造解析を行い，金属錯体へのイオン液体構成成分の溶媒和により，有機溶媒と比較して抽出能が向上することを明らかにしました。また，広域X線吸収微細構造分光法によってイオン液体に抽出された金属錯体の構造解析に成功し，イオン液体系では有機溶媒系とは異なる錯体が形成されることを見出しました。さらに，2種類の抽出剤を併用する手法をイオン液体抽出系に適用することで，イオン液体に特異的な協同効果が発現することを発見し，優れた抽出能・分離能を示す抽出系の構築に成功しました。得られた知見により，有機溶媒では実現できない，より優れた抽出特性・分離特性を有するイオン液体抽出系の開発に貢献できると期待されます。
　日本分析化学会の年会や討論会は，ディスカッションや情報交換を通じて自身の研究を発展させる貴重な機会となっています。今後も，日本分析化学会ならびに同関東支部の活動に微力ながら貢献できるよう精進したいと考えております。これからもご指導・ご鞭撻のほど，よろしくお願い申し上げます。最後になりますが，日本分析化学会ならびに同関東支部の益々のご発展を心よりお祈り申し上げます。



